
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さっぽろ子ども未来プラン 後期計画策定方針（案） 

前期計画の評価（資料１参照） 

 前期計画について、一定の成果があったと評価し、後期計画は、前期計画の内容を踏襲します。

そのうえで、実施期間中に生じた新たな課題を取り入れます。 

後期に向けた課題 

① 子どもの権利を守る取り組みの推進 
② ワークライフバランス等の推進（企業の理解促進・保育所整備や保育サービスの充実等） 
③ 経済的な支援に係る取り組み（子育てに係る経済的支援の充実・維持に向けた取り組み） 
④ 増加する児童虐待に対応できる体制整備（児童相談所体制整備・地域や関係機関との連携） 

札幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条例

（21年4月1日施行） 

札幌第２次新まちづくり計画 （→資料８参照） 

19 年度～22年度に札幌市が重点的・優先的に取り組む施策 

重点課題１ 子どもを生み育てやすい環境づくり 

① 子育てと仕事の両立支援 
② 子どもと母親の健康支援 
③ 地域の子育て支援の充実 
重点課題２ 未来を担う子どもが健やかに育つ環境の充実 

① 学びの意欲を育てる学校教育の推進 
② 健やかな育ちの推進 
③ 自らが考え思いやりと豊かな体をはぐくむ環境づくり 

行動計画策定指針（→資料７参照） 

 後期計画に盛り込む事項（厚生労働省） 
主に次の点を新たに盛り込むこととされている。 

・仕事と生活の調和の実現 ・社会的養護体制の整備 

子育てに関する実態・意向調査（→資料６参照） 

 21年2月。就学前・就学後児童の保護者15,000人対象。 

 主に「保育に関するニーズ」等を聴取 

子どもの権利 

推進計画 
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後期計画の方針（子ども未来局案） 

○ 基本理念・基本的視点については前期計画と同様とする 

○ 前期計画で現れた課題・新しい取り組み・国の指針・利用者ニーズを取り入れて、

基本目標・基本施策を変更する。（基本施策案→資料３） 
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主な変更点～後期計画において重要となる事項～ 

① 権利条例の施行を受けて、「子どもの権利保障」に取り組む→基本目標１ 
② 仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の取り組みを推進する→基本目標３ 
③ すべての子育て家庭を視野に入れた取り組みを推進する→基本目標４ 
④ 児童虐待への対応・社会的養護体制を強化する→基本目標５ 

資料２ 

第１回次世代育成支援対策推進協議会（６月１０日） 

 後期計画の方針（基本目標－基本施策）に係る協議 

個別の事業を検討 

調査結果を目標値

設定に反映する 


